
 

  

 

日々の努力が自信になり・・・ 

今年の夏休み期間は、陸上競技やバレーボールなど、さまざまなスポーツ競技大会が開催され、テレビで

も放送されていました。 

夏の全国高校野球も、連日熱戦が繰り広げられました。夢中になって応援した人も多いと思います。試合

だけでなく、練習風景や競技に取り組む姿勢なども放送されていました。その中で、ひときわ輝く選手がい

ました。生まれながらにして左手指がないというハンデを持った選手が大活躍していたのです。彼は、小学校

３年生から野球チームに所属しました。その日から「野球が上手になりたい」気持ちは持ち続けているそうで

す。「人より努力を」と思いながら、日々の練習を続けてきたそうです。その努力が、自信になり、大きな結果

につながる・・・私たちにも当てはまることがありそうです。１学期に雲梯（うんてい）に熱中している子がいま

した。手のひらはマメだらけでした。途中で落下してしまうこともありましたが、とっても楽しそうに雲梯にチ

ャレンジしていました。友だちも一緒に挑戦し、お互い応援しあいながらチャレンジし続けていました。熱中で

きる大好きなことを見つけ、熱中してみてください。自分の力を大きく伸ばすことにつながります。 

今日から２学期が始まります。「運動会」「読書」「ドッジボール」「お絵描き」など、大好きなことにしっかり

熱中してください。時にはうまくいかないこともありますが、『失敗は成功のもと』です。どんどんチャレンジ

して、充実した２学期を過ごしてください。 

 

平和や命、人権について考える 

８月１５日は終戦記念日。第二次世界大戦の終結から８０年。夏休み期間は、テレビや新聞、インター

ネットなど、数多くの戦争や平和に関する報道や記事を目にしたことと思います。「空襲」「原子力爆弾」

「特攻」など、太平洋戦争に関係することやロシア・ウクライナ、パレスチナ・ガザ地区等世界の平和に関

係する報道など、たくさんありました。報道を通して、平和の 

尊さや、かけがえのない命、人権について考えていきたいも 

のです。 

図書室にも、平和や命についての図書がたくさんあります。 

子ども新聞にもたくさんの記事が掲載されています。 

普段、手に取らないジャンルかもしれませんが、今年の「読書 

の秋」は、ぜひ平和や命、人権について考えてほしいです。 

 

地域の皆さん ありがとうございます 

 楠小学校には、学校運営に協力していただける地域の方がたくさん 

いらっしゃいます。その地域の方の代表が集まり、学校運営協議会を 

組織しています。夏休み中にもかかわらず、花壇や学習園の手入れな 

ど、活動していただいています。ありがとうございます。９月からも、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

校長室だより 

 

 


